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＜連絡事項＞
・令和3年度　第10回院内研修を下記の日程で実施します。
　　日　時：4月6日（火）・7日（水）17:15～18:15
　　場　所：メンタル3階会議室
 　　テーマ：｢精神科における倫理｣
　　講　師：東病棟　金井　優樹ＪＧＭ　
※出席する際はマスクを着用し、なるべくソーシャルディスタンスを保つようお願い します。

＜患者様連絡事項＞
・袴田　将志様～不眠時の継続指示薬レボトミン（25）1T、トリアゾラム（0.125）１T７回分処方。

・藤井　崇史様～不穏・興奮時の継続指示薬オランザピンOD錠（5mg）1T　１０回分処方。　

・佐藤　真実様～１０８ツムラ人参養栄湯エキス顆粒１P　本日就床前のみ処方。

・葛西　睦子様～便秘時のＩＦオーダー追加と、ピコスルファートナトリウム内用液１本処方。

・高屋　静江様～便秘時のＩＦオーダー追加と、ピコスルファートナトリウム内用液１本処方。

・本間　啓子様～便秘時のＩＦオーダー追加と、ピコスルファートナトリウム内用液１本処方。持参薬、当院へ切り替え処方。

・中山　真由美様～頓服薬各２０回分処方。

＜部屋移動＞
【入院】
・小西　哉子様：東A8

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他室侵入や私物弄り等あり早めに開放観察終了している。自傷行為はないが便器への衣類の詰め込みあり介入。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。自傷を仄めかす発言や衝動行為なし。拘束部位の循環障害なし。下肢のムズムズ感を訴え、昼食時ハロペリドールのみ拒薬し、夜間の筋注もしたくないと訴えあり主治医へ報告。拒否時は経過観察し、不穏時は継続指示にて対応するよう指示あり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・橋本　とし様～発熱無し。苦痛の訴えも無し。食事は朝食1/3、昼食2/3とは摂取量に波あり。特に不快な症状の訴えは無い。

[bookmark: _GoBack]・木村　美智子様～バイタルサインは安定している。硬直発作などは見られていない。気管吸引で粘稠の喀痰多量に吸引されている。処置時は開眼し、まばたきあり。時々唾液を飲み込む嚥下音あり。処置時以外は入眠している。呼吸苦無し。

・戸久世　渚様～朝から荷物をまとめ、退院要求からホールで過ごしている。診察で

・久慈 昭様～他者交流見られ、不穏さ無く穏やかに過ごしている。

・佐藤　真実様～帰宅要求や不穏さなし。食事や排泄以外は臥床し過ごしている事多いが、不調の訴えはない。

＜金Dr診察情報＞
・東野　愛様～"主治医が変わりました"と診察拒否している。主治医の声掛けにも閉眼
しており無視している。臨時薬処方変更なし。

・北村　イウ子様～臨時薬処方変更なし。

・戸久世　渚様～大部屋での環境が落ち着かないと訴えあり。主治医より個室(東or
西)への移動可となる。また、携帯電話使用許可あり。携帯電話に関
しては現在破損しているため修理次第使用することとなる。

＜入院患者様情報＞
　　日時：R3.3.15　10：35
　　氏名：小西　哉子(こにし　つかこ)様
生年月日：昭和49年5月25日46歳
　　病名：精神病性昏迷状態
　合併症：
　　性別：女性
　主治医：田名部Dr.
入院形態：医療保護入院
　　病棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　青森労災病院　救急外来担当医より架電あり。今朝本人が近所の道路で立ったり座ったりを繰り返し、違和感を持った近所の方が警察と救急に通報し、身元も不明であったことから輪番の青森労災病院へ緊急搬送された。有意な異常をきたしていたためスクリーニング検査等を一式行った。そのうちに身元が明らかになり弟様が迎えに来られ自宅に帰宅させようとしたが、不穏が強くなり、自宅での療養は難しいと判断された。弟様の強い希望もあり、当院にて受入れ可能であれば、医療保護入院も視野に入れた診察を行ってほしいとのことであった。
　上記主治医へ報告し、当院にて受け入れる旨を伝えた。労災病院研修医とご家族が救急車にて同伴し当院受診。弟様からの情報では、３日ほど前から「幽霊が見える」などの行動やまとまりの無い行動が続いていた様子。診察時も疎通性は不良で昏迷状態にあり。薬物、精神療法にて精神状態の改善を目的として、10：35東病棟Ａユニットへ弟様の同意にて医療保護入院となる。

ＬＴ：プランＢ　　下着・オムツのみ家族
買物：5000円/月
義歯：上のみ
 
 
 

